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2020年度
第三回理事会並びに
第二回合板需給懇談会開催のご案内

　2020 年度第三回理事会並びに第二回合板需給懇談会を新型コ

ロナウイルス感染対策のため WEB 会議システムにより 2021 年

3 月 25 日（木）に開催します。

　参加方法は、在京の役付役員等が WEB 会議のホスト設置場所

に集まり、そのほかの理事・監事はそれぞれの場所の情報機器

から WEB 会議に参加して頂きます。

【開催日程・内容】

1. 第三回理事会
　　・開催日時：2021 年 3 月 25 日（木）　13：30 ～ 14：15

　　・開催場所：WEB 開催 

　　・審議事項

　　　　① 2020 年度下期事業報告及び決算見込みに関する件

　　　　② 2021 年度事業計画及び予算に関する件

　　　　③第 43 回通常総会（総代会）に関する件

　　　　④会勢強化に関する件

　　　　⑤その他

　　・報告事項

2. 第二回合板需給懇談会
　　・開催日時：同日　　　14：30 ～ 16：00

　　・開催場所：WEB 開催

　　・議題

　　　　①令和 3 年度の林野行政について

　　　　②国内合板の供給動向について

　　　　③国内各地の需要動向について

　　　　④その他（質疑応答）

日本合板商業組合
理事長　足立  建一郎

第43回日合商通常総会再延期のご案内

● 2 月 18 日（木）　14：00 ～ 15：30
日合商WEBセミナー第2回（各支部と本部共催）
『事例に学ぶコロナ禍での実践的な IT活用法』を
開催しました

　新型コロナウイルス第三波の感染防止対策として政府による緊急事態
宣言の中、また現在の国内及び世界の感染状況や今後の国内のワクチン
接種の計画状況からみても、「第 43 回日合商通常総会」開催予定日（5
月 19 日〜 20 日）までに感染終息を期待することは困難と思われます。
　つきましては、このような事情を踏まえ「第 43 回通常総会」の 2022
年度への再延期を中国支部長（幹事支部長）と理事長協議のうえ決定さ
れました。
　なお、同日予定していた「総代会」の議事事項に関しては書面にてお
諮りすることになりますので、後日ご案内いたします。

＊お問合せ先：日本合板商業組合　事務局　金井、二宮
TEL：03-5256-9080　　FAX：03-5256-8786

今回のセミナーでは、苦しいときに次の時代のインフラが生まれ、今日の IT 活用
を可能にした経緯に始まり、未来から今を見て変革を進めることの大切さや、新
たな需要創造には異業種の事例に学ぶこと、さらに経営者が SNS を利用してビジョ
ンを語ることによって自社の認知度を高められることなど、具体的な IT 活用法を
わかりやすく説明して頂きました。
なお、登録アドレス数は 180 超、2 月 18 日当日の YouTube ライブ配信の視聴回
数は 200 回を超えました。さらに 2 月 28 日時点での総視聴回数は 420 回超とな
りました。

WEB セミナー第２回は金井事務局長の挨拶で始まり、
株式会社スプラム  代表取締役  竹内幸次氏（中小企業診断士・経営士）による
講演をライブ配信しました。
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※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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各数値は回答企業の合計数、○印は一番回答が多かった項目

■令和 3 年1月度 　経営者の住宅景況感調査集計結果

景況感の単純集計

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅個数

平成 30 年度実績 95.3 28.8 26.7 39.0 0.8

令和元年度実績 88.4 28.3 26 33.5 0.6

令和 2 年度予測 79.3 25.4 24 29.3 0.6

令和 2 年度  予測

A 社 78.3 25 23.5 29 0.8

B 社 80 25.5 24 30 0.5

C 社 79.6 25 24.4 29.6 0.6

D 社 78 25.5 22.4 29.5 0.6

E 社 81 25.4 24.4 30.6 0.6

F 社 80 25.5 25 29 0.5

G 社 85 27 25 32.5 0.5

H 社 78.7 25 24 29 0.7

L 社 81 25 28 27 1.0

M 社 78.4 25.8 23.7 28.5 0.4

N 社 79.8 25.6 23.6 29.9 0.7

O 社 77.6 25 23 29 0.6

Q 社 63.7 23.1 16.1 23.9 0.5

R 社 79 25.5 23.5 29.5 0.5

S 社 82.5 27 25 30 0.5

平　均 79.3 25.4 24.0 29.3 0.6

【単位：万戸】

■令和 2 年度の
　新設住宅着工総戸数の予測アンケート結果 回答数 15 社

住団連　経営者の住宅景況感調査（令和 2 年度第 4 回）報告より  

調査時期
令和 3 年 1 月

調査対象
住団連及び、住団連団体会員の会員企業 16 社の
住宅の受注動向を把握している経営者

回答数
15 社

回答者
旭化成ホームズ、一条工務店、大野建設、サンヨーホームズ、
スウェーデンハウス、住友林業、積水化学工業、積水ハウス、大東建託、
大和ハウス工業、トヨタホーム、日本ハウスホールディングス、 
パナソニック ホームズ、ミサワホーム、三井ホーム　（敬称略、五十音順）

集計結果
景況感の単純集計 ( 下記 ) から景況感判断指数を算出集計
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※平均値は各セグメントの最大値、最小値各 1 つずつを外して算出している。
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概　要
　2021 年 1 月の新設住宅着工戸数は 58,448 戸（前年同月比 3.1％減）で 19 カ月
連続の減少となった。その内、木造住宅は 33,400 戸（前年同月比 1.3％減）で 19
カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 80.1 万戸で前月比 2.2％増、先
月の減少から再びの増加となる。
　利用関係別では、持家が 19,200 戸（前年同月比 6.4％増）で 3 カ月連続の増加、
貸家は 19,794 戸（同比 18.0％減）で 29 カ月連続の減少、分譲 19,089 戸（同比 6.9％増）
で 15 カ月ぶりの増加となった。分譲の内訳はマンションが 8,775 戸（同比 29.3％増）
で先月の減少から再びの増加、戸建ては 10,213 戸（同比 6.1％減）と 14 カ月連続
の減少となった。

国内・外合板の供給量
　1 月の国内合板生産量は 25.2 万㎥（前月比 92.8％、前年同月比 94.3％）と発表
された。その内、針葉樹合板の生産量は 24.5 万㎥（同比 92.8％、94.8％）となり、
出荷量は 24.9 万㎥（同比 94.7％、97.0％）で、在庫量は 10.8 万㎥となり先月から 0.5
万㎥減少となった。

　輸入合板の 1 月度入荷量は 21.3 万㎥（前月比 121.3％、前年同月比 88.3％）となっ
た。国別入荷量はマレーシアが 7.8 万㎥、インドネシアが 6.5 万㎥、中国が 4.8 万
㎥の入荷量となっている。

今後の見通し
　輸入合板に関しては、現地雨季明けの兆しが見えてきた様子。3 月以降原木供給
は若干改善し回復傾向になると思われるが、コロナ禍で国境をまたぐ移動が難しい
中、ワーカーの不足やコンテナ問題は直ぐに改善出来るものではない。加えて現地
政府による伐採ライセンスの更新が活動制限下で滞っていることも影響し、生産量
の急激な回復は望めない状況である。従って供給量が需要を下回る状態であり、現
地価格の強含みがまだ続くと見込まれる。
　国内針葉樹合板は 2 月までの不足感が嘘のように、3 月に入って急速に引き合い
が鈍る展開となった。4 月も同じ状況が続くと想定されるが、低水準にあるメーカー
在庫量が適正水準に戻る時期と考えると、さほど問題ではないと思われる。反対に
在庫量が低水準のまま推移すると、今後の需要増加局面で品不足による混乱が起き
ると考えられるので、多少先の必要量を確保しておいた方がよいだろう。
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【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 6 社

2021 年
2 月25日現在

日合商ホームページより
新着情報・トピックスをご確認ください

2021 年 4 月 1 日から「改正建築物省エネ

法」が全面施行となります。国土交通省

では、法改正について学べるオンライン

講座を始めています。オンライン講座は

無料で参加・閲覧できます。

東北	 - ④ -0029	 ㈱下久保建材店	 代表取締役	 下久保  和成

東北	 - ④ -0030	 ㈱中村木材店	 代表取締役	 中村  誠

東関東	 - ④ -0017	 ㈱本田	 代表取締役	 堀米  孝造

東京	 - ④ -0120	 ㈱秋山商店	 代表取締役	 秋山  悟

東京・静岡	 - ① -0236	 ㈱シズケン	 代表取締役	 杉山  和也

関西	 - ③ -0071	 島田㈱	 代表取締役	 島田  博史

● 2021 年 3 月 3 日（水）

「合板需給検討委員会」が
開催されました

新型コロナウイルス感染対策を講じたうえで開催しました

● 2021 年 2 月 5 日（金）

日合商　関西支部
Microsoft：Teams を使用した WEB 研修会

『令和 3 年度   国の住宅施策について』が
開催されました
丸敏幸支部長による開会あいさつで始まり、国土交通省 住宅局 木造住宅振

興室長　遠山明氏を講師に大阪産業創造館研修室で開催され、新築・既存

住宅への国民の多様なニーズに応えつつ、将来世代に継承できる良質な住

宅の供給を推進する住宅施策につて解説頂きました。

林野庁主催「令和 2 年度第 4 回木材需給会議」に先立ち、日本

合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合に

よる「合板需給検討委員会」を合板会館（日合商会議室）で開

催し、合板の短期需給見通しを検討しました

＊国産合板の需要・輸入合板の需要についての検討結果は 4 月

号に掲載します。

https://www.nichigosho.net

● トピックス▶

詳しい内容は日合商ホームページ
【トピックス】をご参照ください

● 2 月 24 日

「建築物省エネ法の改正」についてのご案内


